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1. はじめに 

近年，人間との自然な対話を目指した非タスク指向

型対話システム（雑話システム）が注目されている．雑

話システムが実際に使用される場面として，独居高齢

者の話し相手や教育支援のための学習者パートナーロ

ボットなどが想定される．このような一人の個人と長期的，

かつ親密に対話をするような状況においては，自然な

対話を行うことは当然ながら，ユーザに飽きを感じさせ

ない多様な発話と，ユーザに親密感を与えるような魅力

溢れる発話を両立させる必要がある．そこで本稿では，

ユーザの趣味を考慮した発話を行うことでユーザに親

密感を与えられるとの仮定のもと，ユーザの趣味に関連

した多様な発話文を生成する手法について検討する． 

2. Twitterより発話文を取得する手法 

多様な発話文の生成手法として，Twitter を用いる手

法が提案されている[1][2]．これらの手法では，大量の

ツイートを取得しておき，フィルタリングと機械学習的ア

プローチにより，実際に使用可能な発話文のみを取得

することができる．本稿でも，これらの手法をベースに

Twitter より発話文を取得する．しかし，Twitter 全体を

対象に発話文を取得し，趣味に関連する発話文を選

択すると，下記のような期待しない発話文までもが大

量に取得されてしまう．ここで，本稿で取得したい発話

文は，既知であることを前提とした文脈や事実を含まず，

特定の話題を含む発話文である．例えば，「読書量と年

齢が釣り合わない人がいますよね」という発話文は，「読

書」や「読書量」という話題に対して使用可能であるが，

「年齢」という話題には適切ではない． 

3. 趣味に関する発話文を取得する手法 

Twitterを始めとしたSNSは，投稿者の近況報告や他

ユーザとの交流のために主に使用される．そのため， 

Twitter 全体を対象に発話文を取得すると，上記の期

待しない発話文までもが大量に取得される．そこで，

「ボット」と「あるある検索」を使用する方法を検討する． 

3.1 「ボット」を使用する方法 この方法では，ユーザ名

が「趣味名+bot」であるユーザを検索し，それらのユー

ザのツイートを発話文として取得する．例えば「バイク

bot」で検索すると，5ユーザほどヒットする．これ

らのボットはそれぞれ趣味であるバイクに関する

ツイートのみを行っている．そのため，その趣味を

もつ人にとって興味を抱く発話を効率的に取得で

きると考えられる． 

3.2 「あるある検索」を使用する方法 この方法では，ツ

イート全体において「#+趣味名+あるある」で検索

を行い，そのツイートを発話文として取得する．例

として，「#読書あるある」で検索を行った結果を

図 1に示す．読書する人にとって「確かにこういう

ことあるよね」と共感できるツイートがなされてい

ることがわかる．そのため，その趣味をもつ人にと

って共感できる発話を効率的に取得できると考え

られる． 

 
図 1．あるある検索結果の例 

4. 今後の課題 

「ボット」と「あるある検索」によって発話文を取得する

だけでは，まだ期待しない発話文が紛れる可能性があ

るため，それらの除去方法を検討していく予定である．

また，取得した発話文の使用方法についても検討する

必要がある．最終的には，本手法を対話システムに実

装し，被験者実験等によりその有効性の検証を行って

いく予定である． 
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